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(57) Abstract: A relay server (3) stores a first routing ad
dress and a second routing address. The relay server (3)
stores the second routing address in association with a
virtual address allocated to the second routing address.
The relay server (3) exchanges address niter information
with a relay server (1) which belongs to a selected VPN
group, and establishes a routing session with the relay
server (1). The relay server (3) assesses whether or not
there i s overlap between routing addresses. When the re
lay server (3) assesses that there i s overlap, the relay serv
er (3) allocates the virtual address to the second routing
address. The relay server (3) communicates with a first
routing device, using the virtual address.

(57) 要 約 ： 中継 サ ー バ 3 は 、 第 1 ル 一 テ ィン
グ対 象 ア ドレス と、 第 2 ル ー テ ィ ング対 象 ァ
ドレス と、 を記 憶 す る。 中継 サ ー バ 3 は 、 第
2 ル 一 テ ィ ン グ 対 象 ア ドレス と 、 当該 第 2
ル ー テ ィ ング対 象 ァ ドレス に割 り当て られ た
仮 想 ア ドレス と、 を対応 付 けて記 憶 す る。 中
継 サ ー バ 3 は 、選 択 され た V P N グル ー プに
属 す る中継 サ ー バ 1 とァ ドレス フ ィル タ情 報
を 交 換 して 、 中 継 サ ー バ 1 と ル 一 テ ィ ン グ
セ ッ シ ョン を確 立 す る 。 中 継 サ ー バ 3 は 、
ル 一 テ ィ ング対 象 ァ ドレス 間 で 重複 が あ るか
否 か を判 定 す る。 中継 サ ー バ 3 は 、重複 が あ

る と判 定 した場合 に、第 2 ル ー テ ィング対 象 ア ドレス に仮想 ア ドレス を割 り当て る。 中継 サ ーバ 3 は、 自
機 と、第 1 ル 一 テ ィング対象装置 と、の 間で は仮想 ア ドレス を用 いて通信 を行 う。



明 細 書

発明の名称 ：中継サーバ及び中継通信システム

技術分野

[0001 ] 本発明は、主 と して、異なる L A N ( L o c a I A e a N e t w o

r k ) に接続 されている機器間の通信 を可能 とする中継サーバに関する。

背景技術

[0002] 従来か ら、物理的に離れた場所に設置された L A N 同士で通信 を行 う仮想

プラィべ一 卜ネッ トワーク ( V i r t u a I P i v a t e N e t w o

r k , V P N ) と呼ばれる通信技術が知 られている。特許文献 1 に示す例で

は、物理的に離れた位置に設置された複数の L A N のそれぞれに中継サーバ

及び通信端末等が接続 されている。通信端末は、 この V P N を利用 して、他

の L A N に接続 された通信端末へバケ ツ 卜を送信することができる。具体的

には、通信端末が送信するパケ ッ トは、初めに同一 L A N 内の中継サーバへ

送 られる。 この中継サーバは、インタ一ネッ トを介 して、宛先の通信端末 と

同一の L A N 内の中継サーバへパケ ッ トを送信 （転送）する。そ して、 この

バケ ツ 卜を受信 した中継サーバは、宛先の通信端末へバケ ツ 卜を送信 （転送

) する。

[0003] この V P N を利用することにより、遠隔地にある他の L A N を、あたかも

直接接続 されているネッ 卜ワークであるかのように使用することができる。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：特開 2 0 1 0 _ 2 6 8 3 1 2 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0005] ところで、 この種のシステムにおいては、 L A N に接続 された端末の I P

ア ドレス （プライべ一 卜 I P ア ドレス）を用いて端末同士の通信 を行 ってい

る。 I P ア ドレスは、同一の L A N 内においては重複 しないように割 り当て



られるが、異なるL A N に接続される端末間においては、重複することがあ

る。この場合、 V P N において同一の I P ア ドレスが 2 以上存在することに

なり、適切な通信が行えなくなつて しまう。

[0006] これを回避するために、従来では、 I P ア ドレスが重複 したときは、 V P

N をいつたん終了し、その後に I P ア ドレスの再設定を行っていた。従って

、ユーザは、 I P ア ドレスの重複を検出する毎に手動で設定を行う必要があ

り、ユーザの負担となっていた。

[0007] 本発明は以上の事情に鑑みてされたものであり、その主要な目的は、ア ド

レスが重複 しているL A N同士を接続する場合であっても、ュ一ザが設定を

行うことなく通信を開始できる中継サーバを提供することにある。

課題を解決するための手段及び効果

[0008] 本発明の解決 しょうとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決

するための手段とその効果を説明する。

[0009] 本発明の第 1 の観点によれば、以下の構成の中継サーバが提供される。即

ち、この中継サーバは、ア ドレスフィルタ情報記憶部と、仮想ア ドレス割当

情報記憶部と、 V P N グループ情報記憶部と、制御部と、を備える。前記ァ

ドレスフィルタ情報記憶部は、第 1 L A N 内に位置 し （中継サーバが）パケ

ッ卜を転送可能な第 1ルーティング対象装置のァ ドレスである第 1ルーティ

ング対象ア ドレスと、第 2 L A N 内に位置する第 2 中継サーバがバケツ卜を

転送可能な第 2 ルーティング対象装置のァ ドレスである第 2 ルーティング対

象ア ドレスと、を記憶する。前記仮想ア ドレス割当情報記憶部は、第 2 ルー

ティング対象ァ ドレスと、当該第 2 ルーティング対象ァ ドレスに割り当てら

れた仮想ア ドレスと、を対応付けて記憶する。前記V P N ダル一プ情報記憶

部は、ルーティングボイン 卜として選択された中継サーバに関する情報であ

るV P N グループ情報を記憶する。前記制御部は、 （ュ一ザの指示等を受け

て）V P N グループを選択する制御を行う。前記制御部は、選択されたV P

N グループに属する前記第 2 中継サーバへ前記第 1ルーティング対象ァ ドレ

スを送信するとともに、前記第 2 中継サーバから前記第 2 ルーティング対象



ァ ドレスを受信 し、前記第 2 中継サーバとルーティングセ ッシ ョンを確立す

る。前記制御部は、前記第 1 ルーティング対象ア ドレスと前記第 2 ルーティ

ング対象ァ ドレスとの間で重複があるか否かを判定する判定処理を行う。前

記制御部は、前記判定処理で重複があると判定 した場合に、前記第 2 ルーテ

イング対象ア ドレスに前記仮想ア ドレスを割 り当て、当該割当関係を前記仮

想ァ ドレス割当情報記憶部に記憶する。前記制御部は、前記第 1 ル 一テ ィン

グ対象装置から前記仮想ア ドレスを宛先とするバケツ 卜を受信 した際に、前

記仮想ア ドレス割当情報記憶部を参照 して、パケッ トの宛先ア ドレスを、前

記仮想ァ ドレスに対応する前記第 2 ル一ティング対象ァ ドレスに変換 して前

記ルーティングセッションへパケッ トを転送する。前記制御部は、前記ル一

ティングセッションから前記第 1 ルーティング対象ァ ドレスを宛先とするパ

ケッ 卜を受信 した際に、前記仮想ア ドレス割当情報記憶部を参照 して、前記

仮想ア ドレスが割 り当てられている場合には、バケツ 卜の送信元ア ドレスを

、前記第 2 ルーティング対象ァ ドレスに割 り当てられた前記仮想ァ ドレスに

変換 して宛先の前記第 1 ルーティング対象装置へバケツ 卜を転送する。

[001 0] これにより、第 1 ルーティング対象ア ドレスと第 2 ルーティング対象ア ド

レスとが重複 していた場合であつても、ユーザが手動で設定を変更すること

な く、ルーティングセッションを介 した中継通信を開始できる。従 って、ル

—ティング対象ァ ドレスを変更する手間、及び中継通信の開始処理をや り直

す手間を省 くことができる。従 って、スムーズに中継通信を開始することが

できる。また、選択 した （通信を開始する） V P N グループに対 して仮想ァ

ドレスの利用の要否を判断するので、必要な場合にのみ仮想ァ ドレスを利用

することができる。特に、 V P N グループが起動され、ア ドレスフィルタ情

報が交換された後にァ ドレスの重複検出を行うので、 V P N グループに属す

る中継サーバの最新のァ ドレスに基づいて、仮想ァ ドレスを利用することが

で きる。

[001 1] 前記の中継サーバにおいては、前記制御部は、前記判定処理で重複がある

と判定 したときに、前記ァ ドレスフィルタ情報記憶部の記憶内容を考慮 して



前記仮想ァ ドレスを生成 し、生成 した仮想ァ ドレスを前記第 2 ル一ティング

対象ァ ドレスに割 り当てることが好ましい。

[001 2] これにより、ア ドレスフィルタ情報記憶部の内容を考慮することで、中継

通信において利用中のァ ドレスと確実に重複 しない仮想ァ ドレスを生成でき

る。

[001 3] 前記の中継サーバにおいては、以下の構成とすることが好ましい。即ち、

この中継サーバは、予め登録された前記仮想ァ ドレスを記憶する仮想ァ ドレ

ス登録情報記憶部を備える。前記制御部は、前記判定処理で重複があると判

定 したときに、前記仮想ァ ドレス登録情報記憶部が記憶する仮想ア ドレスを

前記第 2 ルーティング対象ァ ドレスに割 り当てる。

[0014] これにより、仮想ア ドレスとして用いられるア ドレスの範囲を予め定めて

おくことができるので、他の L A N を追加する場合等に利用可能なァ ドレス

を確保 しておくことができる。また、中継通信を開始する度に仮想ア ドレス

を生成 しなくて良いので、制御部が行う処理を軽減することができる。

[001 5] 前記の中継サーバにおいては、前記制御部は、ルーティング対象ア ドレス

同士が完全に一致 していない場合であっても、ルーティング対象ァ ドレス同

士でネッ 卜ワークア ドレスが一致 していれば、重複があると判定することが

好ましい。

[001 6] これにより、例えばルーティング対象ア ドレス同士でネッ トワークァ ドレ

スが一致 していてホス 卜ア ドレスが異なる場合、ル一ティング対象装置が追

加されること等により、完全に一致する 2 つのァ ドレスが使用される可能性

がある。この点、上記の構成は、ネッ トワークア ドレスが一致 していれば重

複があると判定するので、ア ドレスの重複を未然に察知 して、予め仮想ア ド

レスを割 り当てておくことができる。

[001 7] 前記の中継サーバにおいては、以下の構成とすることが好ましい。即ち、

この中継サーバは、選択された V P N グループに属する前記第 2 中継サーバ

から前記第 2 ルーティング対象ァ ドレスを受信するとともに、当該 V P N グ

ループに属する第 3 中継サーバから第 3 ルーティング対象ァ ドレスを受信す



る。前記判定処理 は、前記第 1 ル ーテ ィング対象 ア ドレス と、前記第 2 ル ー

テ ィング対象 ア ドレス と、前記第 3 ル ーテ ィング対象 ア ドレス と、 の間で重

複 があ るか否か を判定す る。

[001 8] これ によ り、選択 された V P N グル ー プが 3 以上 の中継 サーバ か ら構成 さ

れ る場合 であ って も、ル ーテ ィング対象 ァ ドレスの重複 を検 出 して仮想 ァ ド

レスの割 当て を行 うことがで きる。

[001 9] 本 発 明の第 2 の観 点 によれ ば、 第 1 中継 サーバ及び第 2 中継 サーバ を含 ん

で構成 され る中継通信 シ ス テ ム において、以下の構成 が提供 され る。即 ち、

第 1 L A N 内 に位置 す る前記第 1 中継 サーバ は、 ア ドレス フ ィル タ情報記憶

部 と、仮想 ア ドレス割 当情報記憶部 と、制御部 と、 を備 える。前記 ア ドレス

フ ィル タ情報記憶部 は、前記第 1 中継 サーバ がバ ケ ツ 卜を転送可能 な第 1 ル

—テ ィング対象装置 の ァ ドレスであ る第 1 ル ーテ ィング対象 ァ ドレス と、 第

2 L A N 内 に位置 す る前記第 2 中継 サーバ がパ ケ ッ 卜を転送可能 な第 2 ル ー

テ ィング対象装置 の ァ ドレスであ る第 2 ル ーテ ィング対象 ァ ドレス と、 を記

憶 す る。前記仮想 ア ドレス割 当情報記憶部 は、 第 2 ル ーテ ィング対象 ア ドレ

ス と、 当該第 2 ル ーテ ィング対象 ァ ドレスに割 り当て られた仮想 ァ ドレス と

、 を対応付 けて記憶 す る。前記制御部 は、前記第 2 中継 サーバへ前記第 1 ル

—テ ィング対象 ァ ドレスを送信 す る とともに、前記第 2 中継 サーバ か ら前記

第 2 ル ーテ ィング対象 ァ ドレスを受信 し、前記第 2 中継 サーバ とル ーテ ィン

グセ ッシ ョ ン を確立 す る。前記制御部 は、前記第 1 ル ー テ ィ ング対象 ァ ドレ

ス と前記第 2 ル ーテ ィング対象 ァ ドレス との間で重複 があ るか否か を判定す

る判定処理 を行 う。前記制御部 は、前記判定処理 で重複 があ る と判定 した場

合 に、前記第 2 ル 一テ ィング対象 ァ ドレスに前記仮想 ァ ドレスを割 り当て、

当該割 当関係 を前記仮想 ア ドレス割 当情報記憶部 に記憶 す る。前記制御部 は

、前記第 1 ル 一テ ィング対象装置 か ら前記仮想 ァ ドレスを宛先 とす るバ ケ ツ

卜を受信 した際 に、前記仮想 ア ドレス割 当情報記憶部 を参照 して、パ ケ ッ ト

の宛先 ァ ドレス を、前記仮想 ァ ドレス に対応 す る前記第 2 ル 一 テ ィ ング対象

ア ドレスに変換 して前記ル ーテ ィングセ ッシ ョンへバ ケ ツ 卜を転送 す る。前



記制御部は、前記ルーティングセッションから前記第 1 ルーティング対象ァ

ドレスを宛先とするバケツ卜を受信 した際に、前記仮想ア ドレス割当情報記

憶部を参照 して、前記仮想ア ドレスが割り当てられている場合には、バケツ

卜の送信元ァ ドレスを、前記第 2 ルーティング対象ァ ドレスに割り当てられ

た前記仮想ァ ドレスに変換 して宛先の前記第 1 ルーティング対象装置へパケ

ッ卜を転送する。

[0020] これにより、第 1 ルーティング対象ア ドレスと第 2 ルーティング対象ア ド

レスとが重複 していた場合であつても、ユーザが手動で設定を変更すること

なく、ルーティングセッションを介 した中継通信を開始できる。従って、ル

—ティング対象ァ ドレスを変更する手間、及び中継通信の開始処理をやり直

す手間を省くことができる。従って、スムーズに中継通信を開始することが

できる。また、選択 した （通信を開始する） V P N グループに対 して仮想ァ

ドレスの利用の要否を判断するので、必要な場合にのみ仮想ァ ドレスを利用

することができる。特に、 V P N グループが起動され、ア ドレスフィルタ情

報が交換された後にァ ドレスの重複検出を行うので、 V P N グループに属す

る中継サーバの最新のァ ドレスに基づいて、仮想ァ ドレスを利用することが

できる。

図面の簡単な説明

[0021 ] [ 図1]本発明の一実施形態に係る中継通信システムの全体構成を示す説明図。

[ 図2] 中継サーバの機能プロック図。

[ 図3] 中継グループ情報の内容を示す図。

[ 図4] 中継サーバ情報の内容を示す図。

[ 図5] クライアン卜端末情報の内容を示す図。

[ 図6] V P N グループ情報の内容を示す図。

[ 図7] それぞれの中継サーバに予め登録されるァ ドレスフィルタ情報の内容を

示す図。

[ 図8] V P N の構築後に中継サーバ 1 が記憶するア ドレスフィルタ情報及び仮

想ァ ドレスを示す図。



[ 図9] V P Nの構築後に中継サーバ 3 が記憶するァ ドレスフィルタ情報及び仮

想ァ ドレスを示す図。

[ 図10]仮想ァ ドレス登録情報の内容を示す図。

[ 図11] 予め中継サーバに行う設定を示すフローチヤ一 卜。

[ 図12] V P N グループを作成する処理を示すフローチヤ一 卜。

[ 図13] V P N を構築する処理を示すフローチヤ一 卜。

[ 図14] V P N を構築する処理を示すフローチヤ一 卜。

[ 図15] L A Nからバケツ卜を受信 したときに中継サーバが行うルーティング

制御を示すフローチヤ一 卜。

[ 図16]ルーティングセッションからバケツ卜を受信 したときに中継サーバが

行うルーティング制御を示すフローチヤ一 卜。

[ 図17]仮想ァ ドレスを用いたルーテ ィング制御を示す説明図。

発明を実施するための形態
[0022] 次に、図面を参照 して本発明の実施の形態を説明する。初めに、図 1 を参

照 して、本実施形態の中継通信システム 1 0 0 の概要について説明する。図

1 は、本実施形態に係る中継通信システム 1 0 0 の全体構成を示す説明図で

ある。

[0023] 図 1 に示すように、この中継通信システム 1 0 0 は、W ί d e A e a

N e t w o r k (W A N、広域通信網） 8 0 に接続された複数の L A N 1

0 ， 2 0 ，3 0 で構成されている。それぞれの L A N 1 0 ， 2 0 ，3 0 は、

限定された場所で構築される比較的小規模なネットワークである。また、 L

A N 1 0 ， 2 0 ，3 0 は、それぞれが物理的に離れた場所に配置されている

。なお、本実施形態ではW A N 8 0 としてインタ一ネットが使用されている

[0024] 以下、それぞれの L A N を具体的に説明する。図 1 に示すように、 L A N

(第 2 L A N ) 0 には、中継サーバ （第 2 中継サーバ） 1 と、第 2 ルーテ

ィング対象装置としての操作 P C 1 1， 1 2 と、クライアン 卜端末 1 3 と、

が接続されている。 L A N 2 0 には、中継サーバ 2 と、操作 P C 2 1 と、ク



ライアン 卜端末 2 2 と、が接続されている。 L A N (第 1 L A N ) 3 0 には

、中継サーバ （第 1 中継サーバ） 3 と、第 1ルーティング対象装置としての

対象端末 3 1，3 2 ，3 3 と、クライアン ト端末 3 4 と、が接続されている

[0025] それぞれの中継サーバ 1， 2 ，3 は、 L A N 1 0 , 2 0 ，3 0 だけでなく

W A N 8 0 にも接続されているため、同一の L A N に接続された機器と通信

可能であるだけでなく、他の L A N に配置された中継サーバとも通信可能と

なっている。操作 P C 1 1， 1 2 ， 2 1 は、例えばオペ レータが操作するた

めのパーソナルコンピュータである。対象端末 3 1，3 2 ，3 3 は、パ一ソ

ナルコンピュータ、又は、ファイルサーバ等であり、例えばオペ レータは、

操作 P C 1 1等を操作 して、対象端末 3 1等に所定のデータを要求すること

、及び、対象端末 3 1 の記憶内容を更新することが想定されている。クライ

アン 卜端末 1 3 ， 2 2 , 3 4 は、例えばパーソナルコンピュータで構成され

ており、それぞれ自身が所属する中継サーバ 1， 2 ，3 を介 して、互いに通

信可能である。

[0026] 次に、図 2 を参照 して、中継サーバ 1， 2 ，3 の詳細な構成について説明

する。図 2 は、中継サーバ 3 の機能プロック図である。なお、中継サーバ 3

は中継サーバ 1， 2 と略同 じ構成であるので、以下では、主として中継サ一

バ 3 について説明する。

[0027] 図 2 に示すように、中継サーバ 3 は、記憶部 5 0 と、制御部 6 0 と、イン

タフエース部 7 0 と、を備えている。

[0028] インタフェース部 7 0 は、 L A N 1 0 内の端末に対 して通信を実行する。

また、インタフェース部 7 0 は、W A N 8 0 に対 して通信を実行する。イン

タフエース部 7 0 は、 L A N 3 0 又はW A N 8 0 から受信 したバケツ卜に適

宜の処理を行って制御部 6 0 へ出力する。

[0029] 制御部 6 0 は、例えば制御及び演算の機能を有するC P Uであり、記憶部

5 0 から読み出したプログラムにより各種の処理を実行可能である。この制

御部 6 0 は、 T C P Z I P、U D P、S I P等のプロ トコルに従った様々な



通信を制御することができる。具体的には、制御部 6 0 は、受信 したバケツ

卜について、当該バケツ卜が示す情報と記憶部 5 0 に記憶された情報とに基

づいて宛先を決定 し、決定 した宛先へ当該パケットを送信する。また、制御

部 6 0 は、他の端末から受信 した情報に基づいて、記憶部 5 0 の記憶内容を

更新することができる。

[0030] 記憶部 5 0 は、例えばハ一 ドデイスク又は不揮発性 R A Mで構成されてお

り、各種データを保存可能である。記憶部 5 0 は、中継グループ情報記憶部

5 1 と、中継サーバ情報記憶部 5 2 と、クライアン ト端末情報記憶部 5 3 と

、 V P N グループ情報記憶部 5 4 と、ア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5 と、

仮想ァ ドレス登録情報記憶部 5 6 と、仮想ァ ドレス割当情報記憶部 5 7 と、

を備えている。以下、図 3 から図 1 0 までを参照 して、記憶部 5 0 の記憶内

容について説明する。図 3 から図 1 0 までは、主として、中継サーバ 3 の記

憶部 5 0 の記憶内容を示す図である。

[0031 ] 中継グループ情報記憶部 5 1 は、中継グループと、当該中継グループを構

成する中継サーバと、を示 した中継ダル一プ情報を記憶 している。

[0032] 図 3 に示すように、中継グループ情報においては、 g r o u p タグと、こ

の g r o u p タグを親要素とする子要素の s i t e タグと、が記述されてい

る。 g r o u p タグには中継グループに関するグループ情報 5 が記述さ

れている。このグループ情報 5 としては、中継グループの識別情報 （「

ί d 」）と、最終更新時刻 （「l a s t m o d 」）と、中継グループの名称

( 「n a m e 」）と、が記述されている。 s i t e タグには、中継グループ

を構成する中継サーバに関するグループ構成情報 5 2 が記述されている。

このグループ構成情報 5 2 には、当該中継サーバの識別情報 （「ί d 」）

が記述されている。また、中継グループは追加作成が可能であり、その場合

、新 しい中継グループには、他の中継グループと異なる一意の識別情報が付

与される。これにより、特定の中継グループ内だけでデータのやり取りを行

う等の設定が可能になっている。

[0033] なお、この中継グループ情報は、当該中継グループを構成する中継サーバ



1， , 3 の間で共有されている。そして、ある中継サーバにおいて中継グ

ループを変更する処理が行われた場合は、他の中継サーバに対 してその旨が

送信されて中継グループ情報が更新される。このようにして、中継グループ

情報が動的に共有される。

[0034] 中継サーバ情報記憶部 5 2 は、中継通信を行う中継サーバ及び当該中継サ

—バに所属するクライアン 卜端末の概要を示す中継サーバ情報を記憶 してい

る。

[0035] 図 4 に示す中継サーバ情報においては、中継サーバ毎に記述される s i t

e タグと、前記 s i t e タグを親要素とする子要素の n o d e タグと、が記

述されている。 s i t e タグには中継サーバ 1 に関するサーバ情報 5 が

記述されている。このサーバ情報 5 2 としては、中継サーバの識別情報 （

「ί d 」）と、中継サーバの名称 （「n a m e 」）と、起動情報 （「s t a

t 」）と、が記述されている。なお、 「s t a t 」の内容が 「a c t i v e

」の場合は中継サーバが中継通信システム 1 0 0 にログインしていることを

示 し、 s t a t が空欄であるときはログオフ中であることを示す。 s i t e

タグの子要素である n o d e タグには、中継サーバに所属するクライアン 卜

端末を示す所属情報 5 2 2 が記述されている。所属情報 5 2 2 としては、所

属する中継グループの名称 （「g r o u p 」）と、クライアン ト端末の識別

情報 （「ί d 」）と、クライアン 卜端末の名称 （「n a m e 」）と、所属先

の中継サーバの識別情報 （「s ί t e 」）と、が記述されている。なお、ク

ライアン 卜端末が中継通信システム 1 0 0 にログインしていないときは、 「

s ί t e 」は空欄となる。

[0036] なお、中継グループによる通信は、上記の中継グループ情報及び中継サ一

バ情報に基づいて、以下のようにして行われる。例えばクライアン ト端末 1

3 からクライアン ト端末 2 2 にパケットを送信する場合、初めに、クライア

ン 卜端末 1 3 は、自身が接続 している中継サーバである中継サーバ 1 にパケ

ッ卜を送信する。なお、パケットのやり取りが可能な中継サーバは上記の中

継グループ情報に基づいて把握することができ、中継サーバに所属 している



クライアン 卜端末の識別情報及び接続の可否は上記の中継サーバ情報 に基づ

いて把握することができる。中継サーバ 1 は、 これ らの情報 に基づいて、 ク

ライアン 卜端末 2 2 が接続 している中継サーバである中継サーバ 2 へバケ ツ

卜を転送する。そ して、 このパケ ッ トを受信 した中継サーバ 2 がクライアン

卜端末 2 2 へパケ ッ トを転送する。 このように して、 クライアン ト端末 1 3

， 2 2 同士で中継通信 を行 うことができる。

[0037] この中継サーバ情報 に関 しても中継 グループ情報 と同様 に、当該中継 ダル

—プを構成する中継サーバ 1 ， 2 ， 3 の間で情報が共有 されている。そ して

、ある中継サーバにおいて中継サーバ情報 を変更する処理が行われた場合は

、他の中継サーバに対 してその旨が送信 されて中継サーバ情報が更新 される

。 このように して、中継サーバ情報が動的に共有 される。

[0038] クライアン 卜端末情報記憶部 5 3 は、 クライアン 卜端末に関する詳細な情

報であるクライアン ト端末情報 を記憶 している。なお、中継サーバ 1 ， ,

3 は、 自身に所属するクライアン 卜端末に関するクライアン 卜端末情報のみ

を記憶 している。中継サーバ 3 には、 クライアン ト端末 3 4 が所属 している

ため、中継サーバ 3 が備えるクライアン ト端末情報記憶部 5 3 には、 クライ

アン 卜端末 3 4 についてのクライアン 卜端末情報のみが記憶 されている。

[0039] 中継サーバ 3 のクライアン 卜端末情報記憶部 5 3 が記憶するクライアン 卜

端末情報は、図 5 ( c ) に示されている。同様 に、中継サーバ 1 が記憶する

クライアン ト端末情報が図 5 ( a ) に、中継サーバ 2 が記憶するクライアン

卜端末情報が図 5 ( b ) に、それぞれ示されている。

[0040] 図 5 に示すクライアン 卜端末情報 においては、 n o d e タグが記述されて

いる。 この n o d e タグには、 クライアン ト端末のプライべ一 卜 I P ァ ドレ

ス （「a d d 门 ） と、所属する中継 グループの名称 （「g r o u p 」） と

、識別情報 （「ί d 」） と、名称 （「n a m e 」） と、中継サーバに口グイ

ンするためのパスヮ一 ド （「p a s s 」） と、ポ一 卜情報 （「p o r t 」）

と、が記述されている。

[0041 ] V P N グループ情報記憶部 5 4 は、中継 グループを構成する中継サーバ及



びクライアン 卜端末からルーティングボイン 卜として選択された機器 （以下

、ルーティング機器と称する）で構成されたV P N グループに関する情報で

あるV P N グループ情報を記憶 している。同一のV P N グループに所属する

ルーティング機器同士でルーティングセッションを確立させることにより、

V P N を利用 した通信を開始することができる。

[0042] 図 6 に示すV P N グループ情報においては、 V n e t タグが記述されてい

る。この V n e t タグには、 V P N グループ基本情報 5 4 1 と、ルーティン

グポィン 卜情報 5 4 2 と、ルーティングセッション情報 5 4 3 と、が記述さ

れている。 V P N グループ基本情報 5 4 1 には、 V P N グループが所属する

中継グループの名称 （「g r o u p 」）と、 V P N グループの識別情報 （「

ί d 」）と、最終更新時刻 （「1 5 0 」）と、ソ？ グループの名

称 （「n a m e 」）と、が記述されている。ルーティングポイン ト情報 5 4

2 には、 V P N グループ間で通信を行うときにルーティングを行うルーティ

ング機器の識別情報が記述されている。図 6 の例においては、ルーティング

機器として、中継サーバ 1 と、中継サーバ 3 と、が記述されている。ルーテ

ィングセッション情報 5 4 3 には、 V P N グループにおいて互いに接続され

るルーティング機器が記述されている。ルーティングセッション情報 5 4 3

において、ルーティング機器は、 V P N グループでV P N を構築 して通信を

開始するためのルーティングセッション確立処理において、通信制御を最初

に行う側 （「s p ( s t a r t p o i n t ) 」）と、その通信制御を受け

る側 「e p ( e n d p o ί n t ) 」と、に分けて定められている。なお、

以下の説明では、ルーティングセッション確立のための通信制御を最初に行

う側のルーティング機器を 「始点」と、その通信制御を受ける側のルーティ

ング機器を 「終点」と、それぞれ称することがある。

[0043] 図 6 に示すV P N グループ情報からは、 V P N グループ （V P N —G R O

U P 1 ) が、中継サーバ 1 と中継サーバ 3 とで構成されることが分かる。ま

た、このV P N グループの開始時には、中継サーバ 3 から中継サーバ 1ヘル

—ティングセッションを確立するための通信制御が行われることが分かる。



[0044] なお、作成されるV P N グループの数は任意であり、中継通信システム 1

0 0 において、複数のV P N グループが作成されていても良い。例えば、上

記のV P N グループに加えて、中継サーバ 1 と中継サーバ 2 とで構成される

V P N グループ、中継サーバ 2 と中継サーバ 3 とで構成されるV P N グルー

プ、及び、中継サーバ 1 から中継サーバ 3 までで構成されるV P N グループ

が作成されていても良い。

[0045] このV P N グループ情報も中継サーバ情報及び中継グループ情報と同様に

、同 じV P N グループに所属する中継サーバ 1，3 の間で共有されている。

そして、ある中継サーバにおいてV P N グループ情報を変更する処理が行わ

れた場合は、同 じV P N グループに所属する他の中継サーバに対 してその旨

が送信されてV P N グループ情報が更新される。このようにして、 V P N グ

ループ情報が動的に共有される。なお、このV P N グループを作成する処理

については後述する。

[0046] ア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5 は、 V P N を利用 したルーティング制御

を行う際に用いられる情報であるァ ドレスフィルタ情報を記憶する。ァ ドレ

スフィルタ情報記憶部 5 5 は、 V P Nの構築前においては、中継サーバ 3 自

身がパケットを直接的に送信可能な装置 （ルーティング対象装置）を示す情

報 （中継サーバ 3 のア ドレスフィルタ情報）を記憶する。なお、ア ドレスフ

ィルタ情報には、ルーティング対象装置のア ドレス （ルーティング対象ア ド

レス）と、ルーティング対象装置の名称と、が含まれる。

[0047] 図 7 ( c ) には、中継サーバ 3 自身に予め登録されたア ドレスフィルタ情

報の例が示されている。この例では、中継サーバ 3 がパケットを直接的に送

信可能な機器が対象端末 3 1，3 2 ，3 3 であることが記述されている。な

お、図 7 ( a ) には、中継サーバ 1 に予め登録されたア ドレスフィルタ情報

が示され、図 7 ( b ) には、中継サーバ 2 に予め登録されたア ドレスフィル

タ情報が示されている。

[0048] 上述のように、中継サーバ 3 のア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5 は、 V P

N を構築する前においては、図 7 ( c ) に示すア ドレスフィルタ情報のみを



記憶する。そ して、中継サーバ 3 は、例えば中継サーバ 1 とル一テ ィングセ

ッシ ョンを確立させるときに、 自身に予め登録 されたァ ドレスフィルタ情報

(図 7 ( c ) ) を中継サーバ 1 へ送信するとともに、中継サーバ 1 か らア ド

レスフィルタ情報 （図 7 ( a ) ) を受信する。そ して、中継サーバ 3 は、中

継サーバ 1 のア ドレスフィルタ情報 を当該中継サーバ 1 の識別情報 と対応付

けてア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5 に記憶する。

[0049] これにより、中継サーバ 3 のア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5 には、図 9

( a ) に示す内容が記憶 されることになる。同様 に、中継サーバ 1 のァ ドレ

スフィルタ情報記憶部 5 5 にも、図 8 ( a ) に示す内容 （図 9 ( a ) と同内

容）が記憶 される。そ して、中継サーバ 1 ， 3 は、 この取得 したア ドレスに

基づいて、ルーテ ィング制御 を行 う （詳細な制御 については後述）。なお、

以下では、中継サーバ 3 のァ ドレスフィルタ情報 に含 まれるルーテ ィング対

象ア ドレス （対象端末 3 1 ， 3 2 ， 3 3 のア ドレス）を第 1 ルーテ ィング対

象ァ ドレスと称 し、中継サーバ 1 のァ ドレスフィルタ情報 に含 まれるルーテ

イング対象ア ドレス （操作 P C 1 1 ， 1 2 のア ドレス）を第 2 ルーテ ィング

対象ァ ドレスと称することがある。

[0050] 本実施形態では、第 1 ルーテ ィング対象ア ドレスと第 2 ルーテ ィング対象

ア ドレスとの間に重複がある場合、中継サーバ 3 と対象端末 3 1 ， 3 2 , 3

3 との間の通信では、操作 P C 1 1 ， 2 の実際のア ドレスを用いずに、仮

想 ア ドレスを用いて通信 を行 う。仮想 ア ドレスは、 L A N 3 0 内で重複 しな

いア ドレス （L A N 3 0 内の機器に割 り当て られてお らず、かつその予約も

されていないア ドレス）が予め登録 されて、中継サーバ 3 の仮想 ア ドレス登

録情報記憶部 5 6 に記憶 されている。本実施形態では、図 1 0 ( b ) に示す

ァ ドレスが仮想 ァ ドレスと して登録 されている。

[0051 ] 同様 に、第 1 ルーテ ィング対象ア ドレスと第 2 ルーテ ィング対象ア ドレス

との間に重複がある場合、中継サーバ 1 と操作 P C 1 1 ， 2 との間の通信

では、対象端末 3 1 ， 3 2 ， 3 3 の実際のア ドレスを用いずに、仮想 ア ドレ

スを用いて通信 を行 う。 この仮想 ア ドレスは、上記 と同様 に、 L A N 1 0 内



で重複 しないァ ドレスが予め登録されて、中継サーバ 1 の仮想ァ ドレス登録

情報記憶部 5 6 に記憶されている。本実施形態では、図 1 0 ( a ) に示すァ

ドレスが仮想ァ ドレスとして登録されている。

[0052] そ して、中継サーバ 3 は、上記のようにア ドレスフィルタ情報を交換 して

第 2 ルーティング対象ァ ドレスを取得 して、ルーティング対象ァ ドレス間に

重複があることを検出した場合、第 2 ルーティング対象ア ドレス （実際のァ

ドレス）に対 して前記仮想ア ドレスを割り当てる。仮想ア ドレス割当情報記

憶部 5 7 は、図 9 ( b ) に示すように、第 2 ルーティング対象ア ドレスと、

仮想ア ドレスと、の割当関係を記憶する。同様に、中継サーバ 1 の仮想ア ド

レス割当情報記憶部 5 7 は、図 8 ( b ) に示すように、第 1ルーティング対

象ア ドレスと、仮想ア ドレスと、の割当関係を記憶する。

[0053] 次に、 V P N を利用 した通信を行うための準備について説明する。初めに

、図 1 1 を参照 して中継サーバに予め行う設定について説明 し、次に、図 1

2 を参照 してV P N グループを作成するときの流れについて説明する。図 1

1 は、予め中継サーバに行う設定を示すフローチヤ一 卜である。図 1 2 は、

V P N グループを作成する処理を示すフローチヤ一 卜である。以下では、中

継サーバ 3 を例に挙げて、中継サーバ 3 に対 して行う設定及び中継サーバ 3

が実行する処理について説明するが、中継サーバ 1， 2 にも同様の設定が行

われるとともに、同様の処理を実行可能である。

[0054] 中継サーバ 3 に予め行う設定としては、当該中継サーバ 3 のア ドレスフィ

ルタ情報の登録 （S 1 0 1 ) がある。この登録は、中継通信システム 1 0 0

を利用するユーザが、ルーティング対象装置として指定する機器等のァ ドレ

ス （第 1ルーティング対象ア ドレス）と、名称と、を所定の方法で入力する

ことにより行う。ここでは、ユーザは、対象端末 3 1，3 2 ，3 3 のァ ドレ

ス及び名称を入力 したものとする。ここで登録されたァ ドレスフィルタ情報

は、ア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5 に記憶される。

[0055] 次に、仮想ア ドレスを用いた通信を行う場合は、ユーザは、中継サーバ 3

が接続するL A N 3 0 内で重複 しないァ ドレスを仮想ァ ドレスとして登録す



る （S 1 0 2 ) 。ここで登録された仮想ァ ドレスは、仮想ァ ドレス登録情報

記憶部 5 6 に記憶される。

[0056] 次に、ユーザは、重複検出条件の設定を行う （S 1 0 3 ) 。重複検出条件

とは、ルーティング対象ァ ドレス間で重複があると判定するための条件であ

る。例えば、重複検出条件としては、例えば、 「少なくともネットワークァ

ドレスが一致 していること」を例として挙げることができる。この他にも、

「ネッ卜ワークァ ドレス及びホス 卜ァ ドレスの両方が一致 していること」を

例として挙げることができる。本実施形態では、前者の 「少なくともネット

ワークア ドレスが一致 していること」が重複検出条件として設定されたもの

とする。

[0057] 以下、 V P N グループを作成するときの流れについて説明する。ユーザは

、初めに、クライアン ト端末 1 3 ， 2 2 , 3 4 等を操作することによって、

V P N グループの設定画面を表示させることができる。ここでは、クライア

ン 卜端末 3 4 を用いて設定を行う場合について説明する。クライアン 卜端末

3 4 に表示させた設定画面には、当該クライアン 卜端末 3 4 が属する複数の

中継グループが表示される。ユーザは、この複数の中継グループから、 V P

N グループを構築 したい中継グループを選択する （S 2 0 1 ) 。

[0058] 中継グループが選択されると、クライアン ト端末 3 4 の画面には、選択 し

た中継グループに属 し、かつルーティングボイン 卜として機能可能な中継サ

—バ及びクライアン ト端末の識別情報の一覧が表示される （S 2 0 2 ) 。そ

して、ユーザは、構築するV P N グループにおいてルーティングポイン トと

して機能させる中継サーバ及びクライアン ト端末を選択する （S 2 0 3 ) 。

今回の説明では、中継サーバ 1 と、中継サーバ 3 と、がユーザに選択された

ものとする。

[0059] そ して、選択された中継サーバの識別情報に基づいて、ルーティングボイ

ン 卜の識別情報及び前記ルーティングセッション情報が作成される （S 2 0

4 ) 。そして、これらの情報にV P N グループの識別情報等を付加すること

により、図 6 で示 したV P N グループ情報が作成される。クライアン ト端末



3 4 は、 この V P N グループ情報 を、同 じV P N グループに所属する中継サ

—バ 1 ， 3 へ送信する （S 2 0 5 ) 。 そ して、中継サーバ 1 ， 3 は、受信 し

た V P N グループ情報 をV P N グループ情報記憶部 5 4 に記憶する。以上に

より、 V P N グループの作成処理が完了する。なお、上記の処理 を繰 り返す

ことで、複数の V P N グループを作成することもできる。

[0060] 次 に、構築 した V P N グループで V P N を利用 した通信 を開始するまでの

流れについて、図 1 3 及び図 1 4 を参照 して説明する。図 1 3 及び図 1 4 は

、 V P N を利用 した通信 を開始するまでに行 う処理 を示すフローチヤ一 卜で

ある。

[0061 ] ユーザは、 クライアン ト端末 1 3 等又は操作 P C 1 1 等を操作することに

よって、作成 された V P N ダル一プ （複数作成 された場合は複数の V P N グ

ループ）を画面に表示させることができる。そ して、表示された V P N ダル

—プか ら適当な V P N グループを選択することにより （S 3 0 1 ) 、 V P N

を構築するための処理 を行わせることができる。今回の説明では、上記で作

成 した V P N グループ （中継サーバ 1 ， 3 で構成 されるV P N グループ）の

開始処理 を中継サーバ 3 が行 う例 を説明する。

[0062] 中継サーバ 3 は、初めに、 自身に対応付けられたア ドレスフィルタ情報 を

読み出す （S 3 0 2 ) 。 ここで読み出される情報は、 S 1 0 1 で登録 された

内容 （図 7 ( c ) に示す内容）である。次に、中継サーバ 3 は、選択された

V P N グループに属するルーテ ィングボイン 卜の読出 しを行 う （S 3 0 3 )

。 これにより、図 6 に示す V P N グループ情報の内容に基づいて、中継サ一

バ 1 が読み出される。

[0063] 中継サーバ 3 は、中継サーバ情報 に基づいて、初めに、中継サーバ 1 が口

グイン中か否か （「s t a t 」が a c t ί V e か空欄か）を判断する （S 3

0 4 ) 。図 4 に示す中継サーバ情報 によれば中継サーバ 1 はログイン中であ

るため、中継サーバ 3 は、中継サーバ 1 へ V P N グループの識別情報 ととも

に、 V P N グループの開始 コマン ドを送信する （S 3 0 5 ) 。

[0064] 中継サーバ 3 は、 この開始 コマン ドに対する中継サーバ 1 か らの応答を受



けると （S 3 0 6 ) 、中継サーバ 1 を、 V P N を構築する準備が完了したル

—ティングポイン トとして登録する （S 3 0 7 ) 。

[0065] 次に、中継サーバ 3 は、同 じV P N グループに所属する他の機器が有るか

否かの判断を行う （S 3 0 8 ) 。現在作成中のV P N グループは、中継サ一

バ 1 と中継サーバ 3 のみで構成されるため、他の機器は存在 しない。なお、

仮に他の機器が存在 していた場合は、中継サーバ 3 は、今度は当該機器を対

象としてS 3 0 4 ~ S 3 0 7 の処理を行う。

[0066] 次に、中継サーバ 3 は、 V P N グループ情報記憶部 5 4 の記憶内容からル

—ティングセッション情報を抽出する （図 1 4 のS 3 0 9 ) 。そして、中継

サーバ 3 は、抽出したルーティングセッション情報を参照 して、自身が始点

となるルーティングセッションが記述されているか否かを判断する （S 3

0 ) 。図 6 のル一ティングセッション情報においては、中継サーバ 1 と中継

サーバ 3 との間で確立されるべきルーティングセッションにおいて、自身 （

中継サーバ 3 ) が始点となることが記述されている。

[0067] そのため、中継サーバ 3 は、中継サーバ 1 に対 して所定の通信制御を行つ

てル一ティングセッションを確立する （S 3 1 1 ) 。なお、この通信制御を

行う際に、前述のように、ア ドレスフィルタ情報が交換される （S 3 1 )

。これにより、中継サーバ 3 のア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5 には、図 9

( a ) に示す内容が記憶される。同様に、中継サーバ 1 のア ドレスフィルタ

情報記憶部 5 5 には、図 8 ( a ) に示す内容が記憶される。

[0068] 次に、中継サーバ 3 は、ア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5 の記憶内容に基

づいて、ァ ドレスフィルタ情報のルーティング対象ァ ドレス間に重複がある

か否かを判定する処理 （判定処理）を行う （S 3 1 3 ) 。この判定処理では

、 S 1 0 3 での設定に従って、 「少なくともネットワークア ドレスが一致 し

ている」場合に重複があると判定される。従って、本実施形態では図 8 ( a

) 等に示すように、第 1ルーティング対象ア ドレスと第 2 ルーティング対象

ア ドレスのネットワークア ドレスが両方とも （1 9 2 . 6 8 . 0 ) となつ

ているので、中継サーバ 3 は、重複があると判定する。



[0069] また、今回の説明において、 V P N グループは 2 つの中継サーバか ら構成

されているので、中継サーバ 3 は、 これ らの中継サーバのルーテ ィング対象

ア ドレス間の重複 を判定する。 これに対 して、 V P N グループが複数の中継

サーバか ら構成 され、 S 3 0 1 においてこの V P N グループが選択された場

合、中継サーバ 3 は、 3 つのルーテ ィング対象ア ドレス間の重複 を検出する

。 このように、本実施形態では、選択された V P N グループについてのみァ

ドレスの重複 を検出する。

[0070] 中継サーバ 3 は、ルーテ ィング対象ア ドレス間に重複があると判定 した場

合、第 2 ルーテ ィング対象ア ドレスに仮想 ア ドレスを割 り当て （S 3 1 4 )

、 その割当関係 を仮想 ア ドレス割当情報記憶部 5 7 に記憶する （S 3 1 5 )

。なお、 S 3 1 4 において割 り当て られる仮想 ア ドレスは、仮想 ア ドレス登

録情報記憶部 5 6 に登録 されてお り、かつ、 まだ第 2 ルーテ ィング対象ァ ド

レスに割 り当て られていない仮想 ァ ドレスであれば、任意のァ ドレスを割 り

当てることができる。

[0071 ] 次 に、中継サーバ 3 は、再び S 3 0 の処理 を行 う。なお、ルーテ ィング

対象ア ドレス間で重複がないと判定 した場合も再び S 3 0 の処理 を行 う。

現在作成中の V P N グループは、中継サーバ 1 と中継サーバ 3 のみで構成 さ

れるため、他のルーテ ィングセ ッシ ョンは V P N グループ情報 には記述され

ていない。従 って、中継サーバ 3 は、パケ ッ トのルーテ ィング制御 を開始す

る （S 3 1 6 ) 。なお、仮に他のルーテ ィングセ ッシ ョンがある場合は、中

継サーバ 3 は、再び S 3 ~ S 3 5 の処理 を行 う。

[0072] このように、本実施形態では、選択された V P N グループのルーテ ィング

対象ァ ドレス間で重複があるか否かを検出 し、重複 している場合には仮想 ァ

ドレスの割当てを自動的に行 う。従 って、ユーザは、ルーテ ィング対象ア ド

レス間に重複がある場合であっても、手動で設定を変更することな く、 V P

N を利用 した通信 を開始できる。なお、 この判定処理は、 V P N の開始時だ

けでな く、 V P N の開始後 にも適宜のタイミング （ア ドレスフィルタ情報が

更新 されたタイミング等）で行 うものとする。



[0073] また、本実施形態ではV P N を構築する際に、それぞれのルーティング機

器が他のル一ティング機器とア ドレスフィルタ情報を交換 （取得）するため

、最新のア ドレスフィルタ情報を用いてV P N を構築することができる。従

つて、 V P N開始前の段階で一部のルーティング機器においてァ ドレスフィ

ルタ情報が変更された場合でも、その変更を全てのル一ティング機器に反映

させた状態でV P N を構築 して通信を開始できるので、バケツ卜のルーティ

ングにおける矛盾の発生を防止でき、信頼性を向上させることができる。

[0074] また、図 1 4 のフローチヤ一 卜には記載 していないが、 S 3 1 0 において

自身が接続の始点となるルーティングセッションが無い場合 （自身がルーテ

ィングの終点となる場合）であっても、始点となるルーティング機器からの

通信制御を受けてルーティングセッションの確立処理及びァ ドレスフィルタ

情報の交換が行われる。それと同時に、仮想ア ドレスを用いた通信を行う場

合は、仮想ア ドレスの割当て等も行われる。従って、中継サーバ 1 も第 1ル

—ティング対象ァ ドレスに仮想ァ ドレスを割当て、それを記憶する制御を行

ラ。

[0075] なお、それぞれのルーティング機器は、自身が始点である旨がルーティン

グセッション情報に記述されていない限りはルーティングセッション確立の

ための最初の通信制御を行わないので、通信制御の衝突を防止 し、機器間の

ルーティングセッションを簡素な制御で確立することができる。

[0076] 次に、確立 したルーティングセッションを用いてパケットのルーティング

を行う処理について説明する。以下では、中継サーバ 3 を例に挙げて、中継

サーバ 3 が実行する処理について説明するが、中継サーバ 1， 2 も同様の処

理を実行可能である。

[0077] 初めに、中継サーバ 3 が L A N 3 0 からパケットを受信 したときに行う制

御について図 1 5 を参照 して説明する。図 1 5 は、この制御の流れを示すフ

口一チヤ一 卜である。

[0078] なお、 L A N 3 0 内のルーティング対象装置は、他のルーティング対象装

置にバケツ卜を送信する際は、中継サーバ 3 に登録された情報を参照 して他



のルーテ ィング対象ァ ドレスを取得 し、当該ルーテ ィング対象ァ ドレスを宛

先 としてパケッ トを送信する。 このとき、仮想ア ドレスが割 り当て られてい

る場合は、中継サーバ 3 か らL A N 3 0 内のルーテ ィング対象装置へ、実際

のア ドレスではな く仮想ア ドレスが出力される。従 って、例えば対象端末 3

か ら操作 P C へバケツ 卜が送信される場合、対象端末 3 は、宛先ァ

ドレスとして仮想ア ドレス （1 6 0 . 9 0 . 0 . 1 ) を取得する。

[0079] 中継サーバ 3 は、 L A N 3 0 か らパケッ トを受信するまで待機 している （

S 4 0 1 ) 。そ して、 L A N 3 0 か らパケッ トを受信 した場合、初めに、当

該パケッ トの宛先が自機 （中継サーバ 3 ) であるか否かの判断を行 う （S 4

0 2 ) 。

[0080] 中継サーバ 3 は、パケッ トの宛先が自機であった場合、当該パケッ トの受

信を行 う （S 4 0 3 ) 。一方、パケッ トの宛先が自機以外であった場合、中

継サーバ 3 は、受信 したパケッ トの宛先ア ドレスと、ア ドレスフィルタ情報

(図 9 ( b ) を参照）と、を比較 して、宛先ア ドレスがア ドレスフィルタ情

報に登録されているか否かの判断を行 う （S 4 0 4 ) 。中継サーバ 3 は、宛

先ア ドレスがア ドレスフィルタ情報に登録されていない場合、バケツ 卜を破

棄する （S 4 0 5 ) 。一方、中継サーバ 3 は、宛先ア ドレスがア ドレスフィ

ルタ情報に登録されていた場合、当該ァ ドレスフィルタ情報に対応するル一

テ ィングセッシ ョンを特定する （S 4 0 6 ) 。

[0081 ] 次に、中継サーバ 3 は、仮想ア ドレス割当情報記憶部 5 7 を参照 して、宛

先ア ドレスが仮想ア ドレスか否かの判断を行 う （S 4 0 7 ) 。宛先ア ドレス

が仮想ア ドレスである場合、中継サーバ 3 は、宛先ア ドレスを実際のァ ドレ

スに変換 し （S 4 0 8 ) 、 S 4 0 6 で特定 したルーテ ィングセッシ ョンへパ

ケッ 卜を送信 （転送）する （S 4 0 9 ) 。

[0082] 次に、中継サーバ 3 がル一テ ィングセッシ ョンか らパケッ トを受信 したと

きに行 う制御について図 1 6 を参照 して説明する。図 1 6 は、 この制御の流

れを示すフローチヤ一 卜である。

[0083] 中継サーバ 3 は、ルーテ ィングセッシ ョンか らパケッ トを受信するまで待



機 している （S 5 0 1 ) 。そして、中継サーバ 3 は、パケットを受信 した場

合、当該パケットの宛先ア ドレスと、ア ドレスフィルタ情報 （図 9 ( b ) を

参照）と、を比較 して、パケットの宛先ア ドレスが自機のア ドレスフィルタ

情報に対応付けて登録されているか否かの判断を行う （S 5 0 2 ) 。

[0084] バケツ卜の宛先ァ ドレスが自機のァ ドレスフィルタ情報に対応付けて登録

されている場合、仮想ア ドレス割当情報記憶部 5 7 を参照 して、送信元ア ド

レスに仮想ァ ドレスが割り当てられているか否かの判断を行う （S 5 0 3 )

。送信元ア ドレスに仮想ア ドレスが割り当てられている場合、中継サーバ 3

は、送信元ア ドレスを仮想ア ドレスに変換 し （S 5 0 4 ) 、宛先ア ドレスが

示す機器 （対象端末 3 1 ， 3 2 ， 3 3 ) へ 、 バケツ卜を転送する （S 5 0 5

) 。なお、送信元ア ドレスに仮想ア ドレスが割り当てられていない場合、中

継サーバ 3 は、ア ドレスを変換することなく、宛先が示す機器へパケットを

転送する （S 5 0 5 ) 。

[0085] また、中継サーバ 3 は、宛先ア ドレスが自機のア ドレスフィルタ情報に対

応付けて登録されていない場合、当該宛先ァ ドレスが他のルーティング機器

のァ ドレスフィルタ情報に対応付けて登録されているか否かの判断を行う （

S 5 0 6 ) 。当該宛先ア ドレスが他のルーティング機器のア ドレスフィルタ

情報に対応付けて登録されている場合、中継サーバ 3 は、該当するル一ティ

ングセッションを特定 し （S 5 0 7 ) 、このルーティングセッションへパケ

ッ卜を送信 （転送）する （S 5 0 8 ) 。

[0086] —方、当該宛先ア ドレスが他のルーティング機器のア ドレスフィルタ情報

にも登録されていない場合、中継サーバ 3 は、当該パケットを破棄する （S

5 0 9 ) 。

[0087] 以上の制御を行うことにより、中継サーバ 3 は、仮想ア ドレスを利用 して

通信を行うことができる。

[0088] 次に、上記の制御を行う中継サーバ 1 ， 3 を介 して、操作 P C 1 1 と対象

端末 3 とがバケツ卜をやり取りするときの流れについて図 1 7 を参照 して

簡単に説明する。



[0089] 図 1 7 ( a ) は、対象端末 3 か ら操作 P C へバケ ツ 卜が送信 される

場合を示 している。 この場合、中継サーバ 1 は、ルーテ ィングセ ッシ ョンか

らパケ ッ トを受信するため、図 1 6 に示す制御 を行 う。一方、中継サーバ 3

は、 L A N 3 0 か らパケ ッ トを受信するため、図 1 5 に示す制御 を行 う。

[0090] 対象端末 3 は、上述のように操作 P C の仮想 ァ ドレスを宛先ア ドレ

スと してパケ ッ トを送信する。 このパケ ッ トを受信 した中継サーバ 3 は、 ァ

ドレスフィルタ情報 （図 9 ( b ) を参照）に基づいて、パケ ッ トの宛先ア ド

レスに対応するルーテ ィング機器 と して中継サーバ 1 が記述されていること

を認識 してルーテ ィングセ ッシ ョンを特定する （S 4 0 6 ) 。次に、中継サ

—バ 3 は、宛先ア ドレスが仮想 ア ドレスであることを認識 して、宛先ア ドレ

スを実際のア ドレスに変換する （S 4 0 8 ) 。 そ して、中継サーバ 3 は、ル

—テ ィングセ ッシ ョンを介 して中継サーバ 1 へバケ ツ 卜を送信する （S 4 0

9 ) 。

[0091 ] このパケ ッ トを受信 した中継サーバ 1 は、 ア ドレスフィルタ情報 （図 8 (

b ) を参照）に基づいて、パケ ッ トの宛先ア ドレスに対応するル一テ ィング

機器 と して自機 （中継サーバ 1 ) が記述されていることを認識する。次に、

中継サーバ 1 は、送信元ア ドレスに仮想 ア ドレスが対応付けられていること

を認識 して、送信元ア ドレス を仮想 ア ドレス に変換する （S 5 0 4 ) 。 そ し

て、中継サーバ 1 は、宛先の操作 P C 1 1 へパケ ッ トを送信する （S 5 0 5

)

[0092] 図 1 7 ( b ) は、操作 P C 1 1 か ら対象端末 3 へバケ ツ 卜が送信 される

場合を示 している。 この場合、中継サーバ 1 は、 L A N 1 0 か らパケ ッ トを

受信するため、図 1 5 に示す制御 を行 う。一方、中継サーバ 3 は、ルーテ ィ

ングセ ッシ ョンか らパケ ッ トを受信するため、図 1 6 に示す制御 を行 う。

[0093] 操作 P C 1 1 は、対象端末 3 1 の仮想 ア ドレスを宛先 と してパケ ッ トを送

信する。 このパケ ッ トを受信 した中継サーバ 1 は、上記の中継サーバ 3 と同

様 に、ルーテ ィングセ ッシ ョンを特定する処理 （S 4 0 6 ) 、宛先ア ドレス

を実際のア ドレスに変換する処理 （S 4 0 8 ) 、及び中継サーバ 3 へバケ ツ



卜を送信する処理 （S 4 0 9 ) を行う。

[0094] このバケツ卜を受信 した中継サーバ 3 は、上記の中継サーバ 1 と同様に、

送信元ア ドレスを仮想ア ドレスに変換する処理 （S 5 0 4 ) 及び宛先の対象

端末 3 へバケツ卜を送信する処理 （S 5 0 5 ) を行う。

[0095] 以上により、第 1ルーティング対象ア ドレスと第 2 ルーティング対象ア ド

レスとが重複 した場合であっても、割り当てられた仮想ァ ドレスを利用 して

通信を行うことができる。

[0096] 以上に示 したように、本実施形態の中継サーバ 3 は、ア ドレスフィルタ情

報記憶部 5 5 と、仮想ア ドレス割当情報記憶部 5 7 と、 V P N グループ情報

記憶部 5 4 と、制御部 6 0 と、を備える。ア ドレスフィルタ情報記憶部 5 5

は、第 1ルーティング対象ア ドレスと、第 2 ルーティング対象ア ドレスと、

を記憶する。仮想ァ ドレス割当情報記憶部 5 7 は、第 2 ルーテ ィング対象ァ

ドレスと、当該第 2 ルーティング対象ァ ドレスに割り当てられた仮想ァ ドレ

スと、を対応付けて記憶する。 V P N グループ情報記憶部 5 4 は、ル一ティ

ングボイン 卜として選択された中継サーバに関する情報であるV P N グルー

プ情報を記憶する。制御部 6 0 は、ユーザの指示等を受けてV P N グループ

を選択する制御を行う。制御部 6 0 は、選択されたV P N グループに属する

中継サーバ 1 とア ドレスフィルタ情報を交換 して、中継サーバ 1 とルーティ

ングセッションを確立する。制御部 6 0 は、ルーティング対象ア ドレス間で

重複があるか否かを判定する判定処理を行う。制御部 6 0 は、判定処理で重

複があると判定 した場合に、第 2 ルーティング対象ァ ドレスに仮想ァ ドレス

を割り当て、当該割当関係を仮想ア ドレス割当情報記憶部 5 7 に記憶する。

制御部 6 0 は、第 1ルーティング対象装置から仮想ァ ドレスを宛先とするパ

ケッ卜を受信 した際に、バケツ卜の宛先ア ドレスを第 2 ルーティング対象ァ

ドレスに変換 して該当するルーティングセッションへバケツ卜を転送する。

制御部 6 0 は、ルーティングセッションから第 1ルーティング対象ァ ドレス

を宛先とするバケツ卜を受信 した際に、仮想ア ドレスが割り当てられている

場合には、バケツ卜の送信元ア ドレスを仮想ア ドレスに変換 して宛先へパケ



ッ卜を転送する。

[0097] これにより、第 1ルーティング対象アドレスと第 2 ルーティング対象アド

レスとが重複していた場合であつても、ユーザが手動で設定を変更すること

なく、ルーティングセッションを介した中継通信を開始できる。従って、ル

—ティング対象ァドレスを変更する手間、及び中継通信の開始処理をやり直

す手間を省くことができる。従って、スムーズに中継通信を開始することが

できる。また、選択したV P N グループに対して仮想アドレスの利用の要否

を判断するので、必要な場合にのみ仮想ァドレスを利用することができる。

特に、V P N グループが起動され、アドレスフィルタ情報が交換された後に

ァドレスの重複検出を行うので、V P N グループに属する中継サーバの最新

のァドレスに基づいて、仮想ァドレスを利用することができる。

[0098] また、本実施形態の中継サーバ 3 は、予め登録された仮想アドレスを記憶

する仮想アドレス登録情報記憶部 5 6 を備える。制御部 6 0 は、判定処理で

重複があると判定したときに、仮想ァドレス登録情報記憶部 5 6 が記憶する

仮想ァドレスを第 2 ルーティング対象ァドレスに割り当てる。

[0099] これにより、仮想アドレスとして用いられるアドレスの範囲を予め定めて

おくことができるので、他のL A Nを追加する場合等に利用可能なァドレス

を確保しておくことができる。また、中継通信を開始する度に仮想アドレス

を生成しなくて良いので、制御部 6 0 が行う処理を軽減することができる。

[01 00] また、本実施形態の中継サーバ 3 は、ルーティング対象アドレス同士が完

全に一致していない場合であっても、ルーティング対象ァドレス同士でネッ

卜ワークアドレスが一致していれば、重複があると判定する。

[01 0 1 ] これにより、例えばルーティング対象アドレス同士でネットワークァドレ

スが一致していてホス卜ァドレスが異なる場合、将来的にルーティング対象

装置が追加されること等により、ホス卜アドレスも一致する2 つのァドレス

が使用される可能性がある。この点、上記の構成は、ネットワークアドレス

が一致していれば重複があると判定する。従って、アドレスの重複を未然に

察知して、予め仮想ァドレスを割り当てておくことができる。



[01 02] また、本実施形態の中継サーバ 3 は、選択 された V P N グループが中継サ

—バ 1 ， 2 ， 3 で構成 される場合、 3 つのルーテ ィング対象 ア ドレス間で重

複があるか否かを判定する。

[01 03] これ によ り、 3 以上の中継サーバで構成 される V P N グループが選択 され

た場合であ っても、ルーテ ィング対象 ァ ドレスの重複 を検 出 して仮想 ァ ドレ

スの割当てを行 うことがで きる。

[01 04] 以上 に本発明の好適な実施の形態 を説明 したが、上記の構成 は例 えば以下

のように変更することがで きる。

[01 05] 上記実施形態では、 中継サーバ 3 は、仮想 ア ドレス登録情報記憶部 5 6 に

登録 されている仮想 ア ドレスを割 り当てる構成である。 これに代 えて、 中継

サーバ 3 が仮想 ァ ドレス登録情報記憶部 5 6 を備 えない構成 と して、重複 を

検 出 した ときに、 中継サーバ 3 が仮想 ァ ドレスを生成する構成であ つても良

し、。 この とき、 中継サーバ 3 は、 ア ドレスフィル タ情報記憶部 5 5 の記憶 内

容 を参照 して、 V P N を行 う際に用い られていないァ ドレス を仮想 ァ ドレス

とすることで、利用中のァ ドレスと確実 に重複 しない仮想 ァ ドレスを生成で

きる。

[01 06] ル ーテ ィング対象 ァ ドレス間に重複があるか否かの判定方法は任意であ り

、例 えば、 ネ ッ トワークア ドレスとホス トア ドレスの両方が一致 していると

きにのみ重複 と判定する構成であ っても良い。

[01 07] 上記では、ルーテ ィングセ ッシ ョンの確立 と略同時にア ドレスフィル タ情

報の交換 を行 う構成である。 これに対 し、 V P N グループの開始 コマ ン ドの

送信 （S 3 0 5 ) とともにア ドレスフィル タ情報 を送信 し、応答 （S 3 0 6

) とともにァ ドレスフィル タ情報 を受信する構成でも良い。

[01 08] 上記では、操作 P C 1 1 等の個別の機器がルーテ ィング対象装置 とな って

いたが、例 えば、 L A N 1 0 全体 （1 9 2 . 6 8 . 0 . 0 / 2 4 ) を中継

サーバ 1 のルーテ ィング対象装置 と して設定 しても良い。 この場合、 当該ル

—テ ィング対象装置 には、 （1 6 0 . 9 0 . 1 . 0 / 2 4 ) の ように、範囲

指定された仮想 ア ドレスが割 り当て られる。



[01 09] 仮想 ア ドレスの割当てを行 うタイミングは任意であ り、例 えば、開始 コマ

ン ドの送信 とともにア ドレスフィル タ情報 を送信する構成 とすることがで き

る。 この場合、 よ り早いタイミングでルーテ ィング対象 ア ドレスの重複の検

出及び仮想 ァ ドレスの割当てを行 うことがで きる。

[01 10] 上記では、 中継サーバのみがルーテ ィングボイン 卜と して機能する構成で

あるが、 クライアン 卜端末がルーテ ィングボイン 卜と して機能する構成であ

つても良い。 また、上述のように V P N グループ内のルーテ ィングポイン ト

の数 は 2 つに限 られず、 3 つ以上であ っても良い。 また、 1 つのルーテ ィン

グ機器が複数の V P N グループに所属 していても良い。

[01 11] 上記の中継 グループ情報、 中継サーバ情報、 クライアン ト端末情報、 V P

N グループ情報、 ア ドレスフィル タ情報等 を格納する形式は X M L 形式に限

定されず、適宜の形式で各情報 を格納することがで きる。

[01 12] 上記実施形態の構成 に代 えて、各中継サーバ間での通信 に用い られる外部

サーバ をィンタ一ネ ッ 卜上 に設置 し、 S I P ( S e s s i o n I n i t i

a i o n P o t o c o l ) サーバ と しての機能 を発揮 させて通信 を行 う

構成 に しても良い。

符号の説明

[01 13] 中継サーバ （第 2 中継サーバ）

3 中継サーバ （第 1 中継サーバ）

, 操作 P C (第 2 ルーテ ィング対象装置）

3 1 ， 3 2 ， 3 3 対象端末 （第 1 ルーテ ィング対象装置）

1 0 L A N (第 2 L A N )

3 0 L A N (第 1 L A N )

5 4 V P N グループ情報記憶部

5 5 ァ ドレスフィル タ情報記憶部

5 6 仮想 ァ ドレス登録情報記憶部

5 7 仮想 ァ ドレス割当情報記憶部

6 0 制御部
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請求の範囲

[ 請求項 1] 第 1 L A N 内に位置 しパケ ッ トを転送可能な第 1 ルーテ ィング対象

装置のァ ドレスである第 1 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと、第 2 L A N

内に位置する第 2 中継サーバがパケ ッ 卜を転送可能な第 2 ルーテ ィン

グ対象装置のァ ドレスである第 2 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと、 を記

憶するア ドレスフィル タ情報記憶部 と、

第 2 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと、 当該第 2 ルーテ ィング対象 ァ ド

レスに割 り当て られた仮想 ァ ドレスと、 を対応付 けて記憶する仮想 ァ

ドレス割当情報記憶部 と、

ルーテ ィングボイン 卜と して選択 された中継サーバ に関する情報で

ある V P N グループ情報 を記憶する V P N グループ情報記憶部 と、

制御部 と、 を備 え、

前記制御部 は、

V P N グループを選択する制御 と、

選択 された V P N グループに属する前記第 2 中継サーバへ前記第 1

ルーテ ィング対象 ァ ドレスを送信するとともに、前記第 2 中継サーバ

か ら前記第 2 ル一テ ィング対象 ァ ドレスを受信 し、前記第 2 中継サ一

バ とル一テ ィングセ ッシ ョンを確立する制御 と、

前記第 1 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと前記第 2 ルーテ ィング対象 ァ

ドレスとの間で重複があるか否かを判定する判定処理 を行 う制御 と、

前記判定処理で重複があると判定 した場合 に、前記第 2 ル一テ ィン

グ対象 ア ドレス に前記仮想 ア ドレス を割 り当て、 当該割当関係 を前記

仮想 ア ドレス割当情報記憶部 に記憶する制御 と、

前記第 1 ル 一 テ ィ ング対象装置か ら前記仮想 ァ ドレス を宛先 とする

バケ ツ 卜を受信 した際に、前記仮想 ア ドレス割当情報記憶部 を参照 し

て、パケ ッ トの宛先 ア ドレスを、前記仮想 ア ドレスに対応する前記第

2 ルーテ ィング対象 ァ ドレスに変換 して前記ルーテ ィングセ ッシ ョン

へバケ ツ 卜を転送する制御 と、



前記ル ー テ ィ ン グセ ッシ ョンか ら前記第 1 ル ー テ ィ ン グ対象 ァ ドレ

スを宛先 とするバケ ツ 卜を受信 した際に、前記仮想 ア ドレス割当情報

記憶部 を参照 して、前記仮想 ア ドレスが割 り当て られている場合 には

、 パ ケ ッ トの送信元 ア ドレス を、前記第 2 ル ー テ ィ ン グ対象 ア ドレス

に割 り当て られた前記仮想 ァ ドレスに変換 して宛先の前記第 1 ルーテ

ィング対象装置へバケ ツ 卜を転送する制御 と、

を行 うことを特徴 とする中継サーバ 。

請求項 1 に記載の中継サーバであ って、

前記制御部 は、前記判定処理で重複があると判定 した ときに、前記

ア ドレス フィル タ情報記憶部の記憶 内容 を考慮 して前記仮想 ァ ドレス

を生成 し、生成 した仮想 ァ ドレス を前記第 2 ル一テ ィング対象 ァ ドレ

スに割 り当てることを特徴 とする中継サーバ 。

請求項 1 に記載の中継サーバであ って、

予め登録 された前記仮想 ァ ドレス を記憶する仮想 ァ ドレス登録情報

記憶部 を備 え、

前記制御部 は、前記判定処理で重複があると判定 した ときに、前記

仮想 ァ ドレス登録情報記憶部が記憶する仮想 ァ ドレス を前記第 2 ル ー

テ ィング対象 ァ ドレスに割 り当てることを特徴 とする中継サーバ 。

請求項 1 に記載の中継サーバであ って、

前記制御部 は、ル一テ ィング対象 ァ ドレス同士が完全 に一致 してい

ない場合であ っても、ルーテ ィング対象 ア ドレス同士でネ ッ 卜ワーク

ァ ドレスが一致 していれば、重複があると判定することを特徴 とする

中継サーバ 。

請求項 1 に記載の中継サーバであ って、

前記制御部 は、

選択 された V P N グループに属する前記第 2 中継サーバか ら前記第

2 ルーテ ィング対象 ァ ドレスを受信するとともに、 当該 V P N グルー

プに属する第 3 中継サーバか ら第 3 ルーテ ィング対象 ァ ドレスを受信



し、

前記判定処理 は、前記第 1 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと、前記第 2

ルーテ ィング対象 ァ ドレスと、前記第 3 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと

、の間で重複があるか否かを判定することを特徴 とする中継サーバ。

[ 請求項 6] 第 1 中継サーバ及び第 2 中継サーバ を含んで構成 される中継通信 シ

ステムにおいて、

第 1 L A N 内に位置する前記第 1 中継サーバは、

当該第 1 中継サーバがバケ ツ 卜を転送可能な第 1 ルーテ ィング対象

装置のァ ドレスである第 1 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと、第 2 L A N

内に位置する前記第 2 中継サーバがパケ ッ 卜を転送可能な第 2 ルーテ

ィング対象装置のァ ドレスである第 2 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと、

を記憶するア ドレスフィル タ情報記憶部 と、

第 2 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと、 当該第 2 ルーテ ィング対象 ァ ド

レスに割 り当て られた仮想 ァ ドレスと、 を対応付 けて記憶する仮想 ァ

ドレス割当情報記憶部 と、

ルーテ ィングボイン 卜と して選択 された中継サーバ に関する情報で

ある V P N ダル一プ情報 を記憶 している V P N ダル一プ情報記憶部 と

制御部 と、 を備 え、

前記制御部 は、

V P N グループを選択する制御 と、

選択 された V P N グループに属する前記第 2 中継サーバへ前記第 1 ル

—テ ィング対象 ァ ドレスを送信するとともに、前記第 2 中継サーバか

ら前記第 2 ル一テ ィング対象 ァ ドレスを受信 し、前記第 2 中継サーバ

とルーテ ィングセ ッシ ョンを確立する制御 と、

前記第 1 ルーテ ィング対象 ァ ドレスと前記第 2 ルーテ ィング対象 ァ

ドレスとの間で重複があるか否かを判定する判定処理 を行 う制御 と、

前記判定処理で重複があると判定 した場合 に、前記第 2 ル一テ ィン



グ対象 ア ドレス に前記仮想 ア ドレス を割 り当て、 当該割当関係 を前記

仮想 ア ドレス割当情報記憶部 に記憶する制御 と、

前記第 1 ル 一 テ ィ ング対象装置か ら前記仮想 ァ ドレス を宛先 とする

バケ ツ 卜を受信 した際に、前記仮想 ア ドレス割当情報記憶部 を参照 し

て、バケ ツ 卜の宛先 ア ドレスを前記仮想 ア ドレスに対応する前記第 2

ルーテ ィング対象 ァ ドレスに変換 して前記ルーテ ィングセ ッシ ョンへ

バケ ツ 卜を転送する制御 と、

前記ルーテ ィングセ ッシ ョンか ら前記第 1 ルーテ ィング対象 ァ ドレ

スを宛先 とするバケ ツ 卜を受信 した際に、前記仮想 ア ドレス割当情報

記憶部 を参照 して、前記仮想 ア ドレスが割 り当て られている場合 には

、バケ ツ 卜の送信元 ァ ドレスを前記第 2 ルーテ ィング対象 ァ ドレスに

割 り当て られた前記仮想 ァ ドレスに変換 して宛先の前記第 1 ル一テ ィ

ング対象装置へバケ ツ 卜を転送する制御 と、

を行 うことを特徴 とする中継通信 システム。
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